
学習内容

授業 授業

（家庭学習及び休業中の課題） （家庭学習）

家庭分野のガイダンス ２学年の授業内容について理解する

住まいのはたらき 住まいの役割について理解する ○ 住まいのはたらきを理解している。

日本の伝統的な住まいの特徴を知る ○ 日本の伝統的な住まいの工夫や特徴を理解している。

住まいの空間 住まいの空間の使い方を理解する ○ 住まいに必要な空間について知り、生活行為が分類できる。

○ 住まいを点検し、ここちよく住むための工夫を考えられる。

○ 住まい方に対する自分なりの意見をもつことができる。

家庭内事故への備え 家庭内事故について知り、安全を考えた住まい方を工夫する ○ 家族の安全を考えた住空間の整え方を理解している。

〇 家庭内事故の防ぎ方や安全対策を考えて工夫している。

○ 誰もが安全に暮らせる住まい方について工夫し、実践しようとしている。

災害への備え 災害に備えて、室内を安全に整備する必要と方法について理解する 〇 災害時、身を守るための準備や行動の仕方を理解している。

○ 避難所での生活を想像し、より穏やかに暮らせるような工夫を追求している。

よりよい住生活を目指して よりよい住生活を目指し創意工夫し実践しようとする 〇 学習したことを振り返りながら、より良い住生活を創造し実践しようとしている。

製作の基礎・基本 作業に必要な用具の安全な取り扱いができる

作業手順に従って製作を進めることができる

生活を豊かにするものの製作

衣服のはたらき 衣服の社会生活上のはたらきがわかる ○ 衣服と社会生活との関わりについて理解している。

自分らしいコーディネート 自分らしい着方を工夫することができる ○ 目的や個性を生かす着用を考えている

○ 自分や友だちの似合う色を探し、積極的に課題に取り組もうとしている。

和服の文化 和服の文化に関心を持ち、和服について知る ○ 和服と洋服の違いや和服の着方について理解している。

○ 和服のつくりを知る体験に意欲的に取り組み、特長を理解しようとしている。
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製作する物に適した材料や縫い方を理解している。
用具を安全に取り扱い、製作が適切にできる。
製作計画や製作について問題を見出して課題を設定
し、論理的に表現している。
製作に関心を持ち、主体的に取り組んだり振り返って改
善したりしている。
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衣服の選択 衣服を選択するポイントを知る ○ 既製服の表示の意味と選び方を理解している。

○ 適切な選択やリサイクルについて考えることができる。

衣服の手入れをしよう 素材に適した手入れの方法を選択できる 〇 衣服の材料や状態に応じた手入れについて理解し、適切にできる。

○ 衣服の手入れに関心をもち、課題に取り組もうとしている。

補修や収納・保管 傷みに適した方法で補修を行い、適切に収納・保管ができるようになる 〇 日常着の手入れについて、、課題に主体的に取り組もうとしている。

〇 補修の目的と適した方法を理解できる。

めざそう洗濯名人 適切な方法で洗濯を行う ○ ○ 正しい洗濯の方法を理解している。積極的に取り組もうとしている。

消費生活のしくみ 適切な消費行動について考える 〇 物資・サービスの特徴、消費生活のしくみがわかる。

収入と支出 収支のバランスをはかり計画的に金銭管理する必要を知る 〇 ○ 計画的な金銭管理の必要性について理解している。収支のバランスをはかり、計画的に金銭管理ができる。

商品の選択と購入 適切な商品選択の方法を知る ○ 販売方法の特徴や売買契約について理解している。

販売方法と支払方法 支払方法の特徴を理解する 〇 ○ 支払方法について理解している。利点と問題点についての話し合いに主体的に取り組もうとしている。

消費者被害と消費者の自立 消費者被害について理解し、予防や対応方法を知る ○ ○ 消費者被害について理解している。予防や対応について主体的に取り組もうとしている。

消費者の権利と責任 消費者の権利と責任を理解する ○ 消費者の基本的な権利と責任を理解している。

消費行動が与える影響 消費生活が環境に及ぼす影響を理解する 〇 自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解している。

○ 環境に配慮したライフスタイルを選択し、実践しようとしている。

持続可能な社会をめざそう 自立した消費者としての生活について考える ○ 自立した消費者としての消費行動について、考察したことを論理的に表現している。
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